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平成１８年（２００６年）　８月２７日（日） こうち県議会だより

� 1� ＊この広報紙は、県の総合・合同庁舎、市町村役場でも
　お渡ししています。

2・3 面 6 月定例会

 本会議の質問から

　６月定例会審議の結果

 　常任委員会の動き

　4 面 常任委員会の委員長報告

 の要旨

 お知らせ

 　9 月定例会の開催日程（予定）

　　　　　　　　　　　　　　　ほか
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●
地
方
交
付
税
削
減
に
対
抗　

〜
開
会
日
〜

　

提
案
説
明
の
冒
頭
に
橋
本
知
事
は
、
現
在
「
歳
出
・
歳
入
一
体
改

革
」
の
議
論
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
、
地
方
交
付

税
の
総
額
の
削
減
や
算
定
方
法
の
簡
素
化
な
ど
、
地
方
の
置
か
れ
た

実
態
を
無
視
し
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
議
論
が
ま
か

り
通
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
本
県
の
よ
う
に
財
政
力
の
弱
い
自

治
体
で
は
、
そ
の
存
続
さ
え
危
う
く
な
る
も
の
と
強
い
懸
念
を
抱
い

て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

と
ら
え
て
、地
方
の
声
を
上
げ
て
い
き
、国
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、他
県

と
力
を
合
わ
せ
た
対
抗
措
置
や
、
県
内
の
市
町
村
と
連
携
し
た
新
た

な
行
動
も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。同
時
に
、県
と
し

て
も
、 一
層
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
た
め
、行
政
改
革
プ
ラ
ン
を

前
倒
し
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
新
た
な
指
針

づ
く
り
の
検
討
な
ど
も
含
め
て
、
対
応
策
の
準
備
を
進
め

て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
（
海
洋
療
法
）
施
設
建
設
へ

の
支
援
、
医
療
制
度
改
革
へ
の
対
応
、
医
師
不
足
対
策
な

ど
に
つ
い
て
考
え
方
を
述
べ
た
後
、
今
定
例
会
に
提
出
し

た
十
八
件
の
議
案
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

●
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
施
設
建
設
支
援
や
医
療
制
度
改
革

問
題
な
ど
に
つ
い
て
論
議　

〜
本
会
議
質
問
〜

　

六
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
三
十
日
に
は
、
九
名
の
議
員

が
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
施
設
建
設
支
援
、
医
療
制
度
改
革
問

題
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
･
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

●
十
八
議
案
と
請
願
六
件
を
審
査　

〜
常
任
委
員
会
〜

　

十
八
件
の
議
案
及
び
請
願
六
件
を
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
、審
査
の
結
果
、議
案
に
つ
い
て
は
十
六
件
を

原
案
ど
お
り
可
決
、承
認
し
、一
件
を
修
正
議
決
、一
件
を

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。請
願
に
つ
い
て
は
、
三
件
を
採
択
、
三
件
を

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

●
三
十
議
案
と
請
願
六
件
に
つ
い
て
議
決　

〜
閉
会
日
〜

　

本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
二
十
一
件
の
議

案
（
追
加
提
出
の
人
事
議
案
四
件
を
含
む
）
を
可
決
（
う
ち
「
平
成
十

八
年
度
高
知
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
議
案
に
つ
い
て
は
修
正
議

決
）、同
意
、承
認
し
、一
議
案
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
八
件
の
議
案
に
つ
い
て
は
、議
員
派

遣
の
議
案
一
件
、
意
見
書
議
案
三
件
を
可
決
し
、
決
議
議
案
四
件
の

う
ち
、二
件
を
可
決
、二
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
六
件
に
つ
い
て
は
、三
件
を
採
択
、三
件
を
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。
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平成１８年（２００６年）　８月２７日（日）こうち県議会だより
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�
 
厚
生
労
働
省
は
、
高
齢
者
中
心

の
療
養
病
床
に
対
す
る
受
け
皿
づ

く
り
の
態
勢
に
つ
い
て
基
本
方
針
を

作
り
、
全
国
数
カ
所
で
都
道
府
県
と

共
同
の
モ
デ
ル
事
業
を
行
う
方
針

だ
が
、
応
募
す
る
考
え
は
な
い
か
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

モ
デ
ル
地
域
に

選
ば
れ
る
こ
と
は
、
療
養
病
床
が
多

い
本
県
で
の
課
題
や
、
そ
の
解
決
に

向
け
た
提
案
な
ど
を
国
に
訴
え
る
絶

好
の
機
会
と
考
え
、
現
在
国
と
話
し

合
い
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

�
 
高
知
駅
前
の
複
合
施
設
に
つ
い
て

本
格
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
今
年
度
中
に
ど
の
よ
う
な
検

討
を
し
、
ど
こ
ま
で
の
結
論
付
け
を

予
定
し
て
い
る
の
か
。

�
 
知
事　

各
施
設
の
担
当
セ
ク
シ
ョ

ン
が
、
施
設
の
あ
り
方
の
整
理
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
、
三
施
設
の
機

能
連
携
の
あ
り
方
な
ど
複
合
施
設
全

体
と
し
て
整
理
を
行
い
、
秋
ご
ろ
に

は
構
想
案
を
お
示
し
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
地
域
別
説
明

会
や
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
各
方
面
か
ら
の
意
見
な
ど
も
お

聞
き
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

六
月
二
十
八
日 

溝渕　健夫
（自由民主党）

�
 
県
警
捜
査
費
に
つ
い
て
二
月
定
例

会
で
内
部
調
査
を
求
め
た
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
と
調
査
結
果
の
公
表

時
期
、
ま
た
、
調
査
に
際
し
て
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
「
厳
正
さ
」

を
担
保
し
て
い
る
の
か
、
あ
わ
せ
て

聞
く
。

�
 
警
察
本
部
長　

特
別
監
査
の
対

象
と
な
っ
た
平
成
十
二
年
度
か
ら
十

六
年
度
ま
で
の
県
警
本
部
と
高
知
警

察
署
の
県
費
捜
査
費
の
執
行
に
つ
い

て
、
書
面
調
査
、
店
舗
調
査
及
び
捜

査
員
等
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査

を
鋭
意
進
め
て
い
る
。
九
月
議
会
に

は
調
査
結
果
を
報
告
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
た
い
。
調
査
班
員
の
秘
密

の
保
持
の
徹
底
や
公
益
通
報
処
理
規

程
の
制
定
等
、
職
員
が
事
実
を
話
し

や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

予
断
な
く
、
書
面
調
査
、
店
舗
調
査
、

聞
き
取
り
調
査
等
を
確
実
に
行
っ
て

い
る
。

問答

6 月定例会
本会議の質問から

医
療
制
度
改
革
に
つ
い
て
聞
く

六
月
二
十
九
日 

�
 
高
知
東
部
自
動
車
道
と
阿
南
安
芸

自
動
車
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、知

事
の
決
意
を
聞
く
。

�
 
知
事　

高
知
東
部
自
動
車
道
と
阿

南
安
芸
自
動
車
道
は
命
の
道
と
認
識

を
し
て
い
る
。地
方
の
道
路
整
備
を
取
り

巻
く
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、今
ま

で
以
上
に
整
備
の
促
進
に
向
け
た
機
運

を
高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。四
国
四

県
の
官
民
が
一
体
と
な
っ
た「
四
国
８
の

字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
利
用
促
進
を

考
え
る
会
」を
夏
に
も
立
ち
上
げ
、私

自
身
が
先
頭
に
立
っ
て
活
動
を
し
て
い
く
。

�
 
危
機
的
状
態
に
あ
る
農
家
や
低
所

得
農
家
の
状
況
と
そ
の
原
因
把
握
、ま

た
、こ
れ
ら
の
農
家
に
対
す
る
底
上
げ

対
策
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

農
産
物
の
販
売

価
格
の
低
迷
や
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど

に
よ
る
生
産
コス
ト
の
増
加
な
ど
も
影
響

し
て
、経
営
不
振
農
家
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、県
段
階
で
は
、農
家
経
営
改

善
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、農
協
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

地
域
段
階
で
は
、農
協
と
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
一
体
と
な
り
、栽
培
技
術

面
や
経
営
管
理
面
な
ど
か
ら
農
家
の
経

営
改
善
に
取
り
組
む
。あ
わ
せ
て
、収
量

や
品
質
な
ど
栽
培
技
術
面
で
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
低
所
得
農
家
に
対
し
て
も
、

栽
培
技
術
の
高
位
平
準
化
へ
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
進
め
る
。

�
 
大
敷
組
合
の
組
織
の
強
化
と
安
定

対
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

�
 
海
洋
局
長　

定
置
網
漁
業
は
、漁

業
者
の
高
齢
化
や
魚
価
安
な
ど
で
経
営

が
悪
化
し
、ま
た
、多
く
の
大
敷
組
合
の

経
営
形
態
は
漁
村
の
連
帯
感
を
育
む
一

方
で
、や
や
も
す
る
と
経
営
の
合
理
化
な

ど
を
阻
害
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、経
営
面

で
の
課
題
を
抽
出
し
た
上
で
、経
理
事

務
の
改
善
や
法
人
化
な
ど
を
指
導
し
て

い
る
。来
年
度
は
、既
存
の
制
度
資
金
を

見
直
し
、企
業
的
な
経
営
へ
の
移
行
が
必

要
な
経
営
体
の
資
金
調
達
を
支
援
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

問答問答問答 道
路
網
の
整
備
促
進
の
決
意
を
聞
く

植田壮一郎
（新 21県政会）

6 月定例会
本会議の質問から

質
問
者
（
質
問
順
）

六
月
二
十
八
日

　

溝
渕　

健
夫

　

岡
崎　

俊
一

　

塚
地　

佐
智

六
月
二
十
九
日

　

植
田
壮
一
郎

　

江
渕　

征
香

　

西
森　

雅
和

六
月
三
十
日

　

樋
口　

秀
洋

　

元
木　

益
樹

　

結
城　

健
輔

新しい高知駅南口（完成予想図）

�
 
教
育
基
本
法
の
政
府
改
定
案
に
は

重
大
な
問
題
が
あ
る
。
今
な
す
べ
き

は
、
教
育
基
本
法
の
改
定
で
は
な
く
、

基
本
法
の
理
念
の
実
現
だ
。
所
見
を

聞
く
。

�
 
教
育
長　

教
育
基
本
法
の
基
本
理

念
は
、今
後
も
引
き
継
い
で
い
か
れ
る
べ

き
だ
。国
会
審
議
を
契
機
に
、国
民
的

な
関
心
が
高
ま
り
、教
育
の
方
向
性
に
つ

き
国
民
的
な
合
意
が
図
ら
れ
、教
育
環

境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
実
行

に
移
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
期
待
し
て
い
る
。

�
 
な
ぜ
今
回
の
窪
川
署
の
汚
職
事
件

で
氏
名
を
公
表
で
き
な
い
の
か
。
県
民

を
取
り
締
ま
る
立
場
の
組
織
と
人
間

が
犯
し
た
問
題
は
、
よ
り
身
内
に
厳

し
い
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
信
頼
が
保
て

る
。
警
察
だ
か
ら
こ
そ
懲
戒
処
分
を

受
け
た
場
合
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。
県
職
員
、
教
職
員
よ
り
公

表
基
準
が
低
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
が
公
表
で
き

な
か
っ
た
ら
、
氏
名
を
公
表
で
き
る
事

案
は
な
い
。
ま
た
、
公
表
基
準
を
県
警

と
し
て
は
持
た
ず
、
警
察
庁
の
指
針

に
よ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
際
、
県

と
し
て
策
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

�
 
県
警
本
部
長　

処
分
に
つ
い
て
は
、

警
察
庁
の
懲
戒
処
分
の
発
表
の
指
針
を

参
考
と
し
つつ
、
個
別
に
内
容
を
検
討
し

発
表
し
て
い
る
。
今
回
は
、
懲
戒
処
分
の

対
象
者
と
は
い
え
、
個
人
情
報
を
尊
重

す
べ
き
と
考
え
、
公
表
し
な
か
っ
た
。
今

後
と
も
業
務
の
特
殊
性
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
透
明
性
を
確
保
し
、
ま
た
自
浄
機

能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
の
発
表
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�
 
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ

り
現
行
の
障
害
者
福
祉
医
療
費
助
成

制
度
を
後
退
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

�
 
知
事　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
関

連
す
る
医
療
制
度
の
見
直
し
に
よ
る
福

祉
医
療
へ
の
影
響
額
は
一
億
八
千
万

円
程
度
と
推
計
し
て
い
る
が
、
福
祉
医

療
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
重
度
の
障
害

者
の
方
々
に
は
、
市
町
村
と
の
連
携
の

も
と
に
こ
れ
ま
で
ど
お
り
助
成
を
行
う
。

問答問答問答 教
育
基
本
法
の
改
定
で
は
な
く
、

教
育
基
本
法
の
理
念
の
実
現
を

塚地　佐智
（日本共産党と緑心会）

�
 
消
防
本
部
の
広
域
化
を
推
進
す
る

改
正
消
防
組
織
法
が
成
立
し
た
。
取

り
組
み
体
制
と
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
聞
く
。
ま
た
、
消
防
力
の
充
足
率
の

向
上
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

�
 
危
機
管
理
当
理
事　

市
町
村
、消

防
団
な
ど
で
構
成
す
る
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、来
年
度
に
は
消
防
広
域
化
推
進

計
画
を
策
定
し
た
い
。消
防
力
の
整
備

に
関
し
て
は
、各
消
防
本
部
な
ど
と
の
協

議
を
重
ね
る
と
と
も
に
有
利
な
制
度
利

用
に
つ
い
て
適
切
な
助
言
な
ど
を
行
う
。

�
 
山
内
家
か
ら
寄
付
さ
れ
た
六
万
七

千
点
の
資
料
の
管
理
の
実
態
を
見
る

と
、特
別
展
会
場
で
の
販
売
図
書
の
掲

載
資
料
が「
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料

館
蔵
」と
な
っ
て
い
る
な
ど
、宝
物
資

料
館
の
財
産
と
思
え
る
。こ
の
よ
う
な

管
理
の
実
態
は
お
か
し
く
な
い
か
。

�
 
文
化
環
境
部
長　
「
山
内
一
豊
と

そ
の
妻
」
展
の
図
録
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

図
録
全
体
の
解
説
部
分
で
県
の
所
有

で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

資
料
に
は
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
す
る

際
に
専
門
的
で
具
体
的
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
高
知
・
土
佐
山
内
家
宝
物

資
料
館
蔵
と
表
記
し
て
い
る
。
山
内
家

資
料
の
研
究
拠
点
で
あ
る
資
料
館
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
加

え
、
多
く
の
方
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で
、

観
光
振
興
に
も
寄
与
す
る
と
の
考
え
で

も
あ
る
。
た
だ
、
県
の
所
有
と
い
う
こ

と
を
明
確
に
す
べ
き
と
の
指
摘
は
、
基

本
的
に
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
の

で
、
今
後
企
画
展
の
形
態
な
ど
も
見
な

が
ら
、
表
記
の
際
の
工
夫
を
し
て
い
く
。

�
 
今
年
度
の
土
木
事
務
所
統
合
に
よ

り
、
事
業
執
行
に
課
題
が
生
じ
て
い

な
い
か
。

�
 
土
木
部
長　

問
い
合
わ
せ
に
迅
速

な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
、
水
防
時
の

人
員
確
保
に
苦
労
す
る
等
の
課
題
が

出
た
。
課
題
解
決
の
た
め
に
参
考
事
例

を
紹
介
す
る
な
ど
、
円
滑
に
業
務
が

執
行
で
き
る
よ
う
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
通
じ
、
事
務
所
間
の
一
層
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

問答問答問答 消
防
本
部
の
広
域
化
、充
実
を
図
れ

岡崎　俊一
（県政会）

●可決された議案（２７議案）※修正議決・同意・承認含む
知事提出議案（２１議案）
�予算議案（１議案）
「平成１８年度高知県一般会計補正予算」
�条例議案（１０議案）
「会社法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の施行
に伴う関係条例の整理に関する条例議案」
「議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する
条例の一部を改正する条例議案」
「高知県税条例の一部を改正する条例議案」
「過疎地域等における県税の課税免除に関する条例の一部を
改正する条例議案」
「半島振興対策実施地域における県税の不均一課税に関する
条例の一部を改正する条例議案」
「高知県電子署名に係る地方公共団体の認証業務に関する法
律施行条例の一部を改正する条例議案」
「臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律等の一部改正
に伴う関係条例の整理に関する条例議案」
「高知県消費者保護条例の一部を改正する条例議案」
「高知県風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法
律施行条例の一部を改正する条例議案」
「高知県建設工事材料試験手数料徴収条例を廃止する条例
議案」

�その他議案（２議案）
「高知県立月見山こどもの森の指定管理者の指定に関する議案」
「高知県立森林研修センター情報交流館の指定管理者の指定
に関する議案」

�人事議案（４議案）
「高知県人事委員会の委員の選任についての同意議案」　
「高知県収用委員会の委員の任命についての同意議案」
「高知県収用委員会の予備委員の任命についての同意議案」
「高知県教育委員会の委員の任命についての同意議案」
�報告議案（４議案）
「平成１７年度高知県一般会計補正予算の専決処分報告」
「高知県税条例の一部を改正する条例の専決処分報告」
「公平委員会の事務の受託の専決処分報告」（２件）

議員提出議案（６議案）
�その他議案（１議案）
「議員を派遣することについて議会の決定を求める議案」

�意見書議案（３議案）
「地方財政の充実・強化を求める意見書議案」
「出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入れ、預り金及
び金利等の取締りに関する法律」及び「貸金業の規制等に関
する法律」の改正を求める意見書議案」
「障害者自立支援制度の抜本的改善を求める意見書議案」

�決議議案（２議案）
「北朝鮮のミサイル発射に対する決議議案」
「平成１８年度高知県一般会計補正予算中「海洋深層水体験
施設整備事業費」に対する附帯決議議案」

●継続審査とされた議案（１議案）
知事提出議案（１議案）
�条例議案（１議案）
「高知県立都市公園条例の一部を改正する等の条例議案」

●否決された議案（２議案）
議員提出議案（２議案）
�決議議案（２議案）
「県警捜査費の返還を求める決議議案」
「日本郵政公社の「集配拠点再編計画」の撤回を求める決議
議案」

●採択された請願（３件）
「障害者自立支援法等障害者施策に関する請願について」（２件）
「赤潮特約における掛金助成について」

●継続審査とされた請願（３件）
「高知県における助産師養成の充実について」（２件）
「三津坂トンネル改替工事早期着工について」

質
問
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質
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順
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十
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十
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西
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雅
和

六
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三
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樋
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元
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樹

　

結
城　

健
輔



こうち県議会だより

� 3�

平成１８年（２００６年）　８月２７日（日）

�
 
こ
の
四
月
か
ら
の
県
庁
の
業
務
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）
に
よ

る
雇
用
創
出
効
果
を
聞
く
。
一
方
で
、

雇
用
を
打
ち
切
ら
れ
た
非
常
勤
職
員

で
再
就
職
で
き
た
方
の
人
数
と
、
そ
れ

以
外
の
方
の
状
況
を
あ
わ
せ
て
聞
く
。

�
 
総
務
部
長　

雇
用
創
出
効
果
に
つ

い
て
は
、
三
十
八
業
務
で
二
百
六
十
人

を
超
え
る
方
が
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
四
十
七
人
の
非
常
勤
職
員
の
方

に
つ
い
て
平
成
十
七
年
度
末
で
雇
用
の

継
続
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
。こ
の
う
ち

再
就
職
の
決
定
し
た
方
が
二
十
七
人
、

再
就
職
の
希
望
の
な
い
方
が
十
四
人
、

再
就
職
が
決
定
し
て
な
い
方
が
六
人
と

な
っ
て
い
る
。

�
 
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
施
設
へ
の
補
助
に

関
連
し
て
問
う
。
今
後
、
ど
ん
な
事
業

が
通
常
の
補
助
率
（
十
五
％
）
を
超
え

て
支
援
す
る
事
業
と
想
定
さ
れ
る
か
。

ま
た
、
な
ぜ
今
回
、
補
助
率
を
二
十
％

で
な
く
二
十
五
％
と
し
た
の
か
。

�
 
知
事　

中
山
間
地
域
な
ど
で
、
雇

用
の
創
出
や
産
業
振
興
の
た
め
の
新
し

い
取
り
組
み
を
行
う
中
で
中
核
的
な

施
設
を
誘
致
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が

想
定
で
き
る
。
補
助
率
に
つ
い
て
は
、
十

数
県
が
二
十
％
に
し
て
い
る
。
他
県
と

比
べ
て
特
に
厳
し
い
本
県
の
経
済
・
雇

用
状
況
を
考
え
る
と
、
二
十
％
の
横
並

び
で
は
誘
致
へ
の
引
き
金
に
は
な
り
得

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
判
断

の
基
準
と
し
た
。

�
 
現
在
の
学
校
教
育
の
問
題
は
、
準

憲
法
的
性
格
の
教
育
基
本
法
を
変
え

て
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
改

正
に
つ
い
て
の
所
見
を
聞
く
。

�
 
知
事　

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
上
の
問

題
は
、
子
供
た
ち
の
生
活
環
境
や
地
域

社
会
の
状
況
な
ど
、
子
供
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
の
急
激
な
変
化
に
社
会
全

体
が
十
分
適
応
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に

も
そ
の
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
の
で
、
教
育
基
本
法
に
関
し
て

は
、
憲
法
の
精
神
や
現
行
の
基
本
法
の

理
念
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
広
く
国
民

的
な
議
論
を
経
て
合
意
形
成
が
図
ら
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答問答問答 ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て
聞
く

江渕　征香
（県民クラブ）

�
 
県
が
行
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
施
策
が
、
数
字
を
見
る
限
り
、
県

民
所
得
の
向
上
や
県
税
収
入
の
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
が

ど
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

�
 
知
事　

一
次
産
業
で
は
国
際
化
の

中
で
の
競
争
力
の
弱
さ
や
担
い
手
の
減

少
、
ま
た
二
次
産
業
で
は
も
の
づ
く
り

を
支
え
る
産
業
集
積
の
脆
弱
さ
や
地

理
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
が
考
え

ら
れ
、
公
経
済
に
依
存
し
た
産
業
構
造

か
ら
の
脱
却
が
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
の
状

態
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
。

�
 
県
が
策
定
す
る
「
が
ん
対
策
推
進

計
画
」
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
が
ん

対
策
の
取
り
組
み
の
決
意
を
聞
く
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

こ
の
計
画
は
、
国

の
基
本
計
画
を
も
と
に
策
定
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
国
の
計
画
の
内
容
と
策
定

時
期
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
現
時

点
で
は
県
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
立
て

ら
れ
な
い
状
況
だ
。
が
ん
は
本
県
の
死

亡
要
因
の
第
一
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
が

ん
対
策
は
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
国
の
動
向
も
見
な
が
ら
、
計

画
を
策
定
し
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

の
考
え
の
も
と
で
、
が
ん
に
つ
な
が
る
生

活
習
慣
病
の
予
防
対
策
か
ら
検
診
、
さ

ら
に
は
医
療
体
制
の
充
実
な
ど
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

�
 
県
内
の
医
師
は
、
患
者
サ
ー
ビ
ス

の
観
点
か
ら
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
努
力
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、
そ
の
た

め
に
、
県
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
。

�
 
健
康
福
祉
部
長　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
効
果
と
経
済
的
な
利
点
を
考

慮
し
た
上
で
選
択
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

今
後
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
、
医
師
と
患

者
が
十
分
に
話
し
合
い
を
し
、
薬
を
正

し
く
使
う
よ
う
、
医
療
機
関
へ
の
周
知

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
患
者
の
皆
様

へ
は
啓
発
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
な
ど
、
引
き
続
き
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
普
及
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
く
。

問答問答問答 産
業
施
策
が
県
民
所
得
の
向
上
な
ど

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
原
因
を
問
う

西森　雅和
（公明党）

�
 
安
芸
市
、
芸
西
村
の
ハ
ウ
ス
農
産

物
は
安
全
性
で
全
国
ト
ッ
プ
級
だ
が
、

国
際
間
競
争
に
勝
つ
た
め
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
リ
ス
ト
制
度
や
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
委
員

会
の
規
制
を
先
行
的
に
ク
リ
ア
す
る
必

要
が
あ
る
。
一
方
、
系
統
出
荷
の
経
費

削
減
は
順
調
か
。
さ
ら
に
、
県
の
園
芸

優
位
性
を
確
保
す
る
戦
略
的
な
品
目

は
何
か
。
同
時
に
、
国
が
開
発
中
の
超

低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
注
目
せ
よ
。

�
 
農
林
水
産
部
長　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
の
情
報
を
収
集
し
て
、
迅
速
に

取
り
組
む
。コ
ー
デ
ッ
ク
ス
委
員
会
の
基

準
に
対
応
す
る
た
め
、
国
や
他
県
の
試

験
研
究
機
関
と
と
も
に
、リ
ス
ク
低
減

の
技
術
的
な
検
証
を
行
い
、
県
産
品
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
努
め
る
。
輸
送
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
二
億
四
千
万
円
程
度
が
経

費
削
減
で
き
た
。
系
統
出
荷
の
拡
大
も

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
。
超
低
コ
ス
ト
ハ

ウ
ス
は
特
殊
工
法
で
五
割
以
下
の
コ
ス
ト

を
目
指
し
、
普
及
時
に
は
県
内
へ
の
導

入
に
努
め
る
。

�
 
産
業
技
術
担
当
理
事　

今
後
の
戦

略
品
目
は
、
パ
プ
リ
カ
、
高
糖
度
ト
マ
ト
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
三
点
。
ナ
ス
の
新
品
種

「
高
育
交
二
号
」
は
、「
竜
馬
」
に
比
べ
、

収
量
、
品
質
と
も
高
く
、
一
般
農
家
の

生
産
は
検
討
し
た
い
。

�
 
高
規
格
道
「
安
芸
道
路
」
の
車
線

数
は
。
ま
た
、
市
街
地
の
中
央
付
近
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
要
望
す
る
の
か
。

�
 
土
木
部
長　

車
線
数
は
片
側
一
車

線
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
含
む
道
路
構

造
は
、
国
と
協
議
し
て
い
く
。

�
 
今
後
は
芸
術
文
化
と
商
店
街
の
結

び
つ
き
が
ブ
ー
ム
に
な
る
と
思
う
が
、

県
の
文
化
事
業
を
商
店
街
で
催
せ
な

い
か
。

�
 
商
工
労
働
部
長　

議
員
提
案
の
芸

術
文
化
を
活
用
し
た
商
店
街
活
性
化

は
、
魅
力
的
な
方
策
で
あ
る
。

�
 
教
育
長　

商
店
街
で
地
域
の
大
人

と
子
供
た
ち
が
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る

こ
と
は
芸
術
文
化
へ
の
意
識
高
揚
に
も
つ

な
が
る
の
で
、
検
討
し
た
い
。

問答答問答問答答

�
 
知
事
は
、
よ
こ
は
ま
水
産
の
経
営
改

善
は
可
能
と
の
説
明
を
受
け
た
と
答

弁
し
た
が
、
当
時
の
県
の
経
営
診
断
は

決
し
て
良
く
な
く
、
裏
付
け
る
よ
う
に

信
漁
連
の
融
資
を
受
け
て
借
り
換
え

た
四
千
八
百
万
円
は
、
翌
年
の
平
成

十
三
年
五
月
に
は
返
済
不
能
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
所
見
を
聞
く
。

�
 
知
事　

経
営
診
断
は
、
年
間
を
通

し
受
注
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
展
望
も
開

け
つ
つ
あ
る
一
方
、
新
た
な
課
題
も
発

生
し
て
い
る
と
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
経

営
診
断
の
報
告
書
で
は
、
単
年
度
黒
字

の
確
保
を
最
大
目
標
に
し
て
、
改
善
を

実
現
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、

当
時
の
海
洋
局
長
か
ら
は
、
信
漁
連
が

融
資
を
決
定
し
た
の
は
経
営
改
善
が
可

能
と
判
断
し
た
た
め
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。

�
 
平
成
十
七
年
九
月
定
例
会
で
の
質

問
以
降
、
高
知
工
科
大
学
の
学
生
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
、
株
式
会
社
高
知
ナ
ビ
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
ど
の
よ
う

な
調
査
を
し
た
か
。
工
科
大
学
は
産
学

連
携
本
部
が
あ
り
、
そ
の
下
に
連
携
研

究
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
全
く
無
関
係
だ

と
い
う
理
論
は
成
り
立
た
な
い
。

�
 
知
事　

大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

を
大
学
の
代
表
と
し
て
全
国
に
向
け
情

報
発
信
し
た
こ
と
は
指
摘
の
と
お
り
だ
。

た
だ
、
そ
の
こ
と
と
大
学
が
こ
の
企
業
に

対
し
法
的
な
責
任
、か
か
わ
り
を
持
つ
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
別
で
、
大
学
の
業

務
外
で
個
人
と
し
て
行
っ
た
行
為
な
の
で
、

大
学
は
、
特
に
調
査
は
し
て
い
な
い
。

�
 
あ
る
新
聞
に
高
知
ナ
ビ
が
増
資
す

る
際
に
橋
本
知
事
が
同
行
し
勧
誘
し

て
い
た
と
あ
る
が
事
実
か
。
ま
た
、
当

時
、
知
事
が
理
事
長
で
あ
っ
た
四
万
十

川
財
団
は
公
募
前
に
出
資
し
て
お
り
、

知
事
が
増
資
の
先
導
的
役
割
を
果
た

し
た
と
も
受
け
取
れ
る
が
ど
う
か
。

�
 
知
事　

そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
。

増
資
の
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
は
な
い
し
、
四
万
十
川
財
団
で
の
決

定
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
、
評
議
員
会
で

き
ち
ん
と
し
た
決
定
の
手
続
を
経
て
い
る
。

問答問答問答 よ
こ
は
ま
水
産
、高
知
ナ
ビ
を

問
う

元木　益樹
（自由民主党）

�
 
都
市
と
地
方
の
格
差
が
拡
大
し
た

が
、
い
か
な
る
手
段
で
状
況
を
打
開
･

克
服
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
長
期
的

な
展
望
の
中
で
、
何
を
核
と
し
て
県
勢

の
浮
揚
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

�
 
知
事　

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
拡

大
を
目
標
に
粘
り
強
く
着
実
に
進
め
る
。

第
一
次
産
業
か
ら
第
三
次
産
業
を
通

じ
て
高
知
の
特
色
や
優
位
性
の
あ
る
素

材
と
分
野
を
成
長
さ
せ
て
い
く
こ
と
や

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
、
さ

ら
に
今
後
の
成
長
が
期
待
で
き
る
新
し

い
分
野
に
挑
戦
す
る
意
欲
あ
る
事
業
者

を
積
極
的
に
応
援
し
て
い
く
こ
と
な
ど
で
、

県
外
か
ら
の
外
貨
を
稼
げ
る
自
立
型
の

産
業
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

�
 
林
業
活
性
化
地
方
議
員
連
盟
な
ど

の
活
動
に
よ
っ
て
、
合
法
性
等
の
証
明

の
な
い
木
材
製
品
は
政
府
機
関
で
は

購
入
し
な
い
と
い
う
方
針
も
決
定
さ
れ
、

外
材
削
減
の
関
門
の
扉
が
よ
う
や
く

開
か
れ
た
が
、
所
見
を
聞
く
。

�
 
森
林
局
長　

林
業
活
性
化
地
方
議

員
連
盟
な
ど
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が

実
り
、
昨
年
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
で
違
法
伐

採
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
合
意
さ
れ

た
。
国
産
材
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
使
っ
て

い
こ
う
と
い
う
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
と

期
待
し
て
い
る
。
県
と
し
て
も
、
森
林
認

証
制
度
の
活
用
や
業
界
団
体
の
自
主
的

行
動
規
範
に
よ
る
証
明
な
ど
合
法
性
が

証
明
さ
れ
た
木
材
を
売
っ
て
い
く
仕
組
み

づ
く
り
に
な
お
一
層
努
め
て
い
く
。

�
 
矯
正
施
設
の
誘
致
は
、
ぜ
ひ
実
現

さ
せ
た
い
事
業
だ
。
国
へ
の
要
望
活
動

と
と
も
に
、
県
と
し
て
も
地
元
に
対
し

て
支
援
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
知

事
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
と
あ
わ

せ
聞
く
。

�
 
知
事　

矯
正
施
設
の
誘
致
は
長
期

的
な
課
題
に
な
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
取
り

組
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
県
と
し
て
は
、

ま
ず
は
情
報
の
収
集
を
通
じ
て
津
野
町

の
取
り
組
み
を
精
い
っ
ぱ
い
支
援
し
て
い

く
。
実
現
す
れ
ば
地
域
に
と
っ
て
の
効
果

も
大
き
い
の
で
、
動
き
が
出
て
き
た
ら
、

県
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
。

問答問答問答 県
勢
浮
揚
の
核
の
取
り
組
み
を

問
う

結城　健輔
（自由民主党）

六
月
三
十
日 

国
際
間
競
争
に
勝
つ
ハ
ウ
ス
を

樋口　秀洋
（自由民主党）

総務委員会
４月１８日～５月３１日

　　各出先機関等の業務概要を現地などで聴取。（１２日間）
７月３日～５日　（６月定例会中）
　「平成１８年度高知県一般会計補正予算」など１０件の議
案を審査し、８件を原案どおり可決または承認、１件を修正議
決、１件を継続審査。意見書案２件、決議案２件を審査。

産業経済委員会
４月２０日～６月２日
　　各出先機関等の業務概要を現地などで聴取。（１２日間）
４月２８日　旧佐賀町大型水産加工共同作業施設について
６月１日　旧佐賀町大型水産加工共同作業施設について
６月２３日、３０日、７月３日～５日　（６月定例会中）
　「平成１８年度高知県一般会計補正予算」など４件の議
案を審査し、３件を原案どおり可決または承認、１件を修正議
決、「平成１８年度高知県一般会計補正予算」に対する附
帯決議を決定。意見書案２件を審査。請願２件を審査。

７月６日　旧佐賀町大型水産加工共同作業施設について
７月１２日　旧佐賀町大型水産加工共同作業施設について

高知工業高校建築科の授業を
視察する委員

高知高等技術学校で説明を受
ける委員

文化厚生委員会
４月２０日～６月２日
　　各出先機関等の業務概要を現地などで聴取。（８日間）
６月２２日　安芸病院の医療ミスの公表問題について
７月３日～５日　（６月定例会中）
　「平成１８年度高知県一般会計補正予算」など４件の議
案を審査し、全て原案どおり可決。意見書案１件を審査。請
願２件を審査。

７月２７日　療養病床の再編について
牧野植物園で説明を受ける委員

企画建設委員会
４月１９日～６月５日
　　各出先機関等の業務概要を現地などで聴取。（１２日間）
５月１２日　宿毛湾港への米海軍イージス艦の寄港について
６月５日　駅前県有地複合施設構想についてほか
７月３日～５日　（６月定例会中）
　「平成１８年度高知県一般会計補正予算」など６件の議
案を審査し、全て原案どおり可決または承認。請願２件を審
査。

宿毛湾港で説明を受ける委員

＊
1

＊
2

＊
3

＊
4

用 語 解 説　＊１　ジェネリック医薬品……新薬の特許期間の満了後に厚生労働省の承認を得て他のメーカーによって製造販売される、新薬と有効成分、効能・効果が同じ低価格の医薬品のこと。
 ＊２　ポジティブリスト制度…基準が設定されていない農薬等が一定量を超えて残留する食品の販売等を禁止する制度。
 ＊３　コーデックス委員会……１９６２年に FAO（国際連合食糧農業機関）及びWHO（世界保健機関）により設置された国際的な政府間機関であり、国際食品規格の作成等を行っている。
 ＊４　ベンチャー企業…………新技術や高度な知識を軸に、大企業では実施しにくい創造的・革新的な経営を展開する中小企業のこと。
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こうち県議会だより

＊この広報紙は古紙配合率７０％以上の再生紙を使用しています。

平成１８年（２００６年）　８月２７日（日）

　９月２０日（水）開　会
　　２６日（火）質疑並びに一般質問
　　２７日（水）　 〃
　　２８日（木）　 〃
　　２９日（金）予算委員会
１０月　２日（月）常任委員会
　　　３日（火）　 〃
　　　４日（水）　 〃
　　　５日（木）　 〃
　　　６日（金）閉　会

＊予定ですので、変更になる場合があります。
傍聴の際には、議会事務局議事課
（TEL ０８８-８２３-９５３４）で必ず日程を御確認ください。

産 業 経 済 委 員 会
　付託を受けた議案のうち、「平成１８年度高知県一般会計補正予算議案」については、修正案を賛
成多数をもって、また、修正部分を除く部分については、全会一致をもって可決、その他の議案について
は、全会一致をもって、可決または承認した。
　なお、「平成１８年度高知県一般会計補正予算議案」に対し附帯決議することについて、賛成多数で
決定した。また、請願２件については、全会一致をもって採択した。
■海洋深層水体験施設整備事業費について
　委員から、今回の事業は予算が議決される前に、事業者に予算をつけることを約束し、施設はほとんど完
成する段階にあるが、議会の議決権を無視したとも言える行為ではないかとの質疑があり、執行部からは、
当然の前提として議会の議決が必要だということは相手方にも伝えているが、企業誘致を優先して考えてき
たので、手続きの部分では反省もしなければならないと考えているとの答弁があった。
　また、委員から、この施設の工事請負契約は随意契約であるが、補助金が投入される事業として透明性
の確保や経費の削減といった点から適切な契約方法といえるのかとの質疑があり、執行部からは、民民のこ
とであり、これまで補助事業者の契約形態にまで立ち入らなかったが、今回の指摘を受け、今後事業者には
競争入札の実施などを要請していきたい旨の答弁があった。
　さらに、委員から、補助金を支出する前提となる公益性の認定について質疑があり、執行部からは、今回
の事業は民間活力を活用するプロジェクトとして県が中心になって誘致してきたものであり、海洋深層水のブラ
ンド力の向上や、東部観光の拠点の形成といった点で客観性も保たれていると考えているとの答弁があった。
　これに対し、委員から、それだけの根拠があるというのなら、なぜ補助率を下げたのかとの質疑があり、執行
部からは、２月議会での３０％はあまりにも高率であるとの指摘を受け、補助率についても見直しを行い、地域
振興の新しい形態として２５％とすることにしたとの答弁があった。
　こうした議論を経て、委員から、補助率を執行部から提案のあった２５％から他県並みの２０％に引き下げる
修正案及び附帯決議が提出された。
■赤潮特約における掛金助成に関する請願について
　執行部から、赤潮特約における掛金助成については、瀬戸内での赤潮による甚大な養殖被害が発生し
たことを契機に、養殖共済に上乗せする制度として創設された制度であるが、厳しい財政状況の中で漁業
者にも一定の負担を求めることもやむを得ないのではないかと判断し、補助要綱を変更したものであるとの説
明があった。
　委員から、今回の本県の対応は全体の保証システムを狂わせてしまう。制度創設時との状況の変化を指
摘するなら、まず国との協議が必要と思うが今後どう対応するのかとの質疑があり、執行部からは、来年度に
向けて検討していくとの説明があった。
■土佐二十四万石博の取り組み状況について
　委員から、県外から高知にきた人が、高知は良かったという印象を持って帰ってもらうためにも、駐車場対
策や街の美化により一層取り組むことが必要である。また、二十四万石博を訪れた多くの人 に々、他の観光
施設にも足を伸ばしてもらい、全体として効果があがる取り組みにつなげてもらいたいとの意見があった。

　付託を受けた議案は、全会一致をもって可決または承認した。また、請願２件については、
全会一致をもって継続審査とした。
■県立大学改革について
　執行部から、生活科学部の再編や共学化、社会科学系学部については、さらに大学側との
調整を要するが、９月議会までには改革基本計画を明らかにしたい、との説明があった。
　委員から、文化学部を含めて、池キャンパスに統合することが大学の目標なのか、との質問
があり、執行部から、現在、大学が策定している中長期計画では、全学部の池キャンパスへの
統合が目標であるとされているが、６月に行った協議の中で、文化学部の正式な了承は得られ
ていない旨の話が大学側から出された、との答弁があった。
　さらに、委員から、短期大学を廃止する理由はなにか、との質問があり、執行部から、４年制
の社会科学系学部を新設した上で、短期大学を残すことは困難である。本県の進学状況から、
４年制の昼夜学べる場を作る方が良いのではないか、との答弁があった。
　また、別の委員から、大学関係者との間でも、県民との関係でも認識の大きな違いがある。
もっと時間をかけて議論し、考えることが必要なのではないか、との意見があった。
■市町村合併推進審議会について
　委員から、財政状況の悪化した市町村は、倒産もやむを得ないのか、それとも強制的にでも
合併を進めるのか、との質問があり、執行部から、合併は有力な選択肢であるという基本的な
考え方を持っているので、できるだけ早く県としての構想をまとめ、県民、地域へ説明していき
たい、との答弁があった。また、別の委員から、相当な意欲を持った取り組みを進めるべきであ
り、県のリーダーシップが問われている。国に対する県としての提言も必要である。首長の意識
を大事にした議論をすべきである、などの意見が出された。
■南国土佐への移住促進事業の取り組みについて
　委員から、移住促進は全国で取り組まれているので、相当インパクトのある内容が必要では
ないか。夫婦の場合、奥さんの不安感を取り除く必要があるのではないか。自分の気に入った
場所に、自分の気に入った家を建てられる定期借地権付き住宅や、集団で移住のできる定期
借地権付き団地が有効な方法ではないか、などの意見や提言が出された。
■はりまや町一宮線の進捗状況について
　委員から、現時点における４車線化の必要性について質問があり、執行部から、高知市内
全体の交通ネットワークなど、総合的に判断して４車線化が必要と考えている。あわせて新堀
川の生態系の保全についてもできる限り配慮する、との答弁があった。

企 画 建 設 委 員 会

総 務 委 員 会
　付託を受けた議案のうち、「平成１８年度高知県一般会計補正予算議案」については、修正案を
賛成多数をもって、また、修正部分を除く部分については、全会一致をもって可決、高知県立都市公
園条例の一部を改正する等の条例議案については、全会一致をもって継続審査とした。その他の議
案については、全会一致または賛成多数をもって、可決または承認した。
■高知県税条例の一部を改正する条例議案について
　執行部から、地方税法の一部改正に伴い個人県民税、法人事業税等について必要な改正等を行
うものであるとの説明があった。
　委員から、法人県民税が減税となる一方で、今回のもろもろの増税は、県民にとって大きな負担と
なっていることを指摘しておきたいという意見があった。
■タラソテラピー施設建設に係る補助金の査定業務について
　委員から、今回の補助金の査定は、査定の甘さを指摘された当初予算時の反省に立って行われたと
思うが、適切な判断のもとの査定と言えるのかとの質問があり、執行部からは、今回は商工労働部とも十
分な協議をし、書類、基礎資料を確認した上で適切に査定を行ったと考えているとの答弁があった。
　別の委員からは、査定というものは、公平性、透明性がしっかりと確保されなければならない。今後は適
切な査定を行うよう求めるとの指摘があった。
■高知県立都市公園条例の一部を改正する等の条例議案について
　委員から、指定管理者制度を導入してどのようなサービスの向上が図られるのかとの質疑があり、執
行部からは、懐徳館の料金徴収事務では、接客業に慣れた方が事務を行えばサービスの向上につなが
るのではないかと考えているとの答弁があった。
　委員からは、それは単に県の努力不足ではないか、民間に任せばサービスの向上が図れるという発想
はおかしいとの意見があった。
　別の委員からは、重要な文化財を守るという視点が欠けており管理の低下を招くのではないか。指定
管理者制度を導入したいがための条例改正ではないのかとの質疑があり、執行部からは、コスト面、サー
ビス面などのさまざまな面において現状よりよくなるとの判断のもと、都市公園条例との一本化が適正と
の結論に至った。これは法制的判断であり、委員の指摘を受けて、文化財を守るという視点が欠落して
いたと感じている。今後の対応については、文化財を守っていくという気持ちを新たにして努力していきた
いとの答弁があった。
　また、委員から、なぜ重要文化財施設の管理を一体化するのかの明確な理由が示されていない、懐
徳館の設置に係る条例を廃止してまで一体的に行う特段の理由が見出せないとの意見があった。
■不適切事案に伴う懲戒処分について
　委員から、懲戒処分の氏名公表について、本会議の一般質問において今後検討したいとの答弁が
あったが、同じような免職、停職の事例が発生した場合、公表するつもりはないのかとの質問があり、執
行部からは、懲戒処分の氏名公表については、警察庁の懲戒処分の発表の指針を参考に、個別事案
ごとに検討して発表している。今後については、基準を独自に文書化することが可能なのかどうかというこ
とも含めて検討していきたいとの答弁があった。

　付託を受けた議案については、全会一致または賛成多数をもって可決した。
　２件の請願のうち、「高知県における助産師養成の充実について」は、全会一致をもって
継続審査、「障害者自立支援法等障害者施策に関する請願について」は、全会一致をもっ
て採択した。
■心身障害児・者施設整備事業費について
　委員から、南海学園の施設整備事業は、指導監督を十分行い、万難を排して仕上がるよう
に努力してほしい。工事を行うには、県としても支援をしてほしいとの要請があった。また、工事
に県内企業が参画できるよう法人に要請をしているか、との質疑があった。
　執行部からは、事業主体は民間だが、中間・完了検査など、公共事業に準じた形で県も十
分な指導を行いたい。法人も、県内企業を中心に指名したいと考えているとの答弁があった。
■高知県消費者保護条例の一部を改正する条例議案について
　委員から、情報の周知、特に高齢者についてはどのような方法をとるのか、との質疑があっ
た。
　執行部からは、今年度から老人クラブ連合会や連合婦人会に委託し、高齢者の方を訪問し
てチラシを配ったり、注意を促したり、相談相手になるといった事業を開始する。これまでも行っ
てきたが、市町村の社会福祉協議会や地域の民生・児童委員などに研修を行い、高齢者の
家庭を訪問してもらうなど、地域の中である程度被害が防げるようにしたいとの答弁があった。
　また、委員から、消費者の生命、身体、財産に対して危害を及ぼす商品を供給した場合に、
事業者を特定できる情報の提供など消費者の安全を確保するための判断はどのようにするの
か、との質疑があった。
　執行部からは、立入調査や報告を求めるといった調査を慎重に行い、個別の判断は、今後、
規則や要綱の中で議論をしながら考えていく必要があるが、県として公正な判断ができる仕組
みをつくっていきたいとの答弁があった。
■障害者自立支援法等障害者施策に関する請願について
　委員から、法律施行後３年をめどに見直すこととなっているが、障害者は３年も待てないとい
うのが実際の思いだ。退所する方だけではなく、１割負担になることで大変な生活のやりくりを
強いられている方もいるので、そういう状況も見ないといけない、との意見があった。
　また、委員から、施行前に軽減策を考えている自治体の調査、研究をしてもらいたいとの要
望があり、執行部からは、追跡調査をしていくとの答弁があった。
■報告事項安芸病院の医療ミスの公表問題について
　委員からは、二度と医療事故を起こさないという決意で対応策を出し、県民が納得できる部
分がないと、県立病院としての役割を担っていくことにならないので、早く公表し信頼を回復し
ていく手だてを考えていくべきだ。公表基準の見直しは、内部の者だけでなく、第三者や有識
者の意見も聞き、医療審議会の場などでも協議をしてほしいといった意見が相次いだ。

文 化 厚 生 委 員 会
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四国４県議会正副議長会議開催
　四国４県議会正副議長会議が、８月３日、高知市で開催さ
れました。
　会議は、高知県議会の土森議長、橋本知事のあいさつで
開会し、座長に土森議長を選出し、議事に入りました。
　議事では、「地方分権の推進と地方財政基盤の充実・強化
について」など４県共同提出１４議案の審議を行い、いずれも
原案どおり可決しました。
　その後、「道路整備に関する緊急アピール」を採択した後、
次期開催県を愛媛県に決定し、会議は閉会しました。
　緊急アピールや議決された事項については、関係各省庁な
どに対して要望活動を行い、その実現を求めていきます。


